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以下のURLにアクセスのこと。

http://www.econ.keio.ac.jp/staff/ito/
●学期末レポートについて

提出情報ならびに課題集は講義ノートのホームページに掲示済み。
レポートの最後に感想・苦情などを書いてくれるとよい。

（レポート関連は以上）

経済学における需要と供給の均衡に対応するくらい基本的な、分析の前提が無裁定条件である。

金融理論は、証券価格ベクトルｑと配当構造をあらわす行列Dの間の関係を、無裁定条件によってもとめる。

無裁定条件の必要十分条件。つまり正の状態価格ベクトルの存在は、ありとあらゆる数理ファイナンスの理論の基礎になっていることがわかる。（1970年代の後半）

その考え方は、リスク中立確率にもとづく証券価格決定理論とよばれる。有名なブラック=ショールズ公式（株式コールオプションの価格公式）もこの理論の一表現にすぎない。

数理ファイナンスの基礎理論は「無裁定条件が成立する公正な金融市場においては、各証券価格は、リスク中立確率で計算した証券配当の期待値を無リスク債権の価格を用いて割り引いたものに等しい。」

